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校長  竹下  恭子 

 ７月６日（火）今年の第1回市ケ尾中ブロック学校運営協議会を開催しました。

はじめにこの数か月の各校の児童生徒の様子を共有しました。 

「コロナの状況が昨年度と変わらないまま新学期がスタート。今年度は５/１１

に体育大会を開催することができた。学校全体として生徒は落ち着いて学校

生活を送っている。」「2 年ぶりに授業参観を開催。1 日 1 学年ごと制限を

つけて開催。児童に iPad を配布。教室の配置を変え上級生が下級生の面

倒をよくみるようになった。」「あいさつに力を入れている。今年度に入り、児

童が進んであいさつをするようになった。また、人の話をしっかりときくこと

にも力を入れている。」等の報告がありました。 

昨年度、このブロック学校運営協議会での成果として、各校のボランティア

の情報やニーズ、ノウハウを共有し、ブロックとして運営していくという取組を実施することになりました。まさに学校と地

域との「つながり」です。今年はさらに、 大人だけでなく子どもとの「つながり」を大事にした協議会を目指して、子どもも

参画する取組ができればと考えています。協議では、今年度の活動として、 ①新たなブロックの枠組みの名称 ②子ども

が学校運営協議会に関わる可能性など意見交換の視点を中心に、和やかな話合いとなりました。次回開催は秋頃を予定し

ています。ご参加くださった皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

 

７月１２日（月） 市中ブロック横浜子ども会議を開催しました。今年もコロ

ナ禍であることを踏まえて参加人数を限定しての開催でしたが、「だれにと

っても居心地の良い学校づくり」をテーマに話合いをしました。まずは、３

校からお互いの学校の良いところなどを伝え合い、良い雰囲気で会が進

行していきました。 

現在各校が取り組んでいることとして、「１年から６年までを̏ブラザーズ

˝としてペアを組み、一緒に遊んだり、委員会に積極的に関わったりしている。」「友だちから言われて温かくなる言葉を使

うようにしている。あいさつ運動を進めている。」「学年の代表が集会で集団をリードしている。道徳で色々な人の意見を

聞く機会が多くある。委員会活動でさまざまなアピールをしている。」などが話題になりました。 

市中ブロックには「笑顔と挨拶ができる子ども」という３校共通の目標があります。今後、３校での取組として、異学年交

流や小中合同で取り組めるアイディアの一つとして「挨拶」をキーワードにした具体的な行動ができるように、進めていくこ

とになりました。代表で参加した児童生徒の皆さんが自分の学校に誇りを持っていること、自分たちの日常生活を良くして

いこうとする姿勢を大切にしているという講評を受けて、ブロック子ども会議は終了しました。次回は８月下旬に青葉区の

子ども会議が開催されます。 

 

 

 

 

http://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/jhs/ichigao 
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  第１回 市ケ尾中ブロック学校運営協議会を開催しました 

市ケ尾中ブロック 横浜子ども会議開催！ 



 

 

 

７月５日(月) 「基本的生活習慣 睡眠について」をテーマにして 

保健委員とPTA・職員の代表が参加し、学校保健委員会が 

開かれました。保健委員が睡眠についてのアンケート結果を発表し、 

講師としてお招きした睡眠健康指導士の臼杵礼司様（東洋羽毛工業 

株式会社）にお話をしていただきました。 

睡眠は心身の疲れを回復させるとともに成長にも影響します。 

特に中学生の時期は脳の神経結合を正常に発達させるために必要です。睡眠を十分にとることは、成績アップ、運動や

習い事のパフォーマンスアップにもつながるという興味深いお話をしていただきました。中学生に必要な睡眠時間は 8～

9時間です。みなさんの睡眠時間は足りているでしょうか。 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

        事件や事故が発生した場合は早急に警察・学校に連絡してください。 
青葉警察署：   ０４５－９７２－０１１０（「市が尾駅前交番へ」と告げると交番につながります。） 

市ケ尾中学校：  ０４５－９７３－３４００（ ８：２０～１６：５０まで日直がいます。） 

※ただし、8/１０（火）～8/1６（月）の期間は「学校閉庁日」のため日直はいません。 

※緊急時およびお子様がコロナ陽性と判断された場合に限り、 

北部学校教育事務所指導主事室【０４５－９４４－５９７８】（平日８：３０～１７：１５）へ連絡してください。  

「市中から世界を変えよう！」 いよいよスタートした取組 

 

学校保健委員会開催！ 

◆木のストロープロジェクト始まる◆ 

６月末日、中央委員会にて「木のストロー」を作るワ

ークショップを開催しました。今年度、市中で取り組

む新しいプロジェクトの第一歩です。先ずは、生徒会

中央委員会が中心となり、その後各委員会の取組、全

校生徒へと広げていきます。 

この日は「木のストロー」の意味や価値を学ぶために

講師の先生にもお越しいただき、実際に中央委員会で

作ってみました。この日の様子は後日委員会やクラス

でも報告がありました。木のストロープロジェクトは

ここからが本番です。このプロジェクトチームのメン

バーが決定したので、これから全校生徒の皆さんに向

けて何が発信できるのか、具体的な活動やアイディア

を話し合っているところです。 

◆ユニクロ 服のチカラプロジェクト◆ 

７月８日(木)３年生を対象として、(株)ユニクロによる「届け

よう、服のチカラプロジェクト」という講演会を実施しまし

た。人間が生きていく上で最も大切とされる「衣食住」のう

ち、「衣」を必要としている世界の子どもたちに、使わなくな

った服を届けようとする取組です。講演会を受けて、生徒会

本部役員と福祉委員会が協力し、子ども服の回収活動につい

て、広報、回収活動を行っていく予定です。ご家庭で、もし

箪笥に眠っている子ども服がありましたら、生徒の活動に賛

同いただけると幸いです。 

◆エシカルな取組 技術員室発のアイディア◆ 

右下の写真のクッション、材料は何だと思いますか。 

実は生徒の皆さんが最近使うことの多い、chromebookを梱包 

していた不織布です。 

２０枚もの布を重ねてミシン 

で丁寧に縁を縫ってあります。 

こうして整えると立派な 

クッションです。大量の布を 

捨てるのはもったいない！ 

エシカルな取組の一つです。 

★９月のスクールカウンセラー開室日は、２日（木）、９日（木）、16日（木）３０日（木）です。 

直接SC用 電話（０４５－９７２－０３３５）でお申し込みください 


